
 

 

 

 

２０２０年度（令和２年度・第５期） 

事 業 報 告 書 
[期間：２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 ほっと岡山 

 



事業報告書 

１. 令和２年度福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業（拠点事業） 

  ①拠点運営 

生活再建支援拠点業務 

  ②相談対応 

電話・メール・対面による相談業務 

（火・木・金・第２土／１０時〜１６時）、臨床心理士・司法書士相談 

  ③拠点周知・資料配架 

  ④緊急時個別訪問 

  ⑤個別訪問・同行支援 

  ⑥緊急時の情報収集（主に災害時の安否確認） 

⑦支援情報説明会・交流会（提案事業） 

⑧ほっとめぐる交流会（提案事業） 

 

２. 令和２年度福島県県外避難者帰還・生活再建支援補助金 

  「ふるさとふくしま・かけはしプラン２０２０」（ふるさとふくしま事業） 

  （１）日常をささえる支援 

① アウトリーチ事業 

1.個別訪問／同行支援／調査 

  2.専門機関連携／ケース検討・連携会議 

② 情報提供事業 

  3.おたよりニュース発行 

  4.ホームページ、SNS 発信 

③ 心のケア事業 

5.こどもの居場所（ひみつきち） 

6.ユースプロジェクト 

7.アートセラピー 

8.アロマケア 

9.バイオグラフィーワーク 

 

  （２）交流・レジリエンス支援 

      ① まなびあい事業 

10.連続勉強会３１１スタディーズ 

11.３１１フォーラム 

② レジリエンス支援事業 



12.みんなの部活「手芸部」、冊子制作、RC サポートたんぽぽ 

13.ふくしま県人会「いもに会」 

14.再会交流会「春の京都バスツアー」  

15.語りつむぐ会 

16.経験を伝える会 

 

  （３）ふるさと・コミュニティ形成支援 

かけはしプラン A 

 

  （４）ふるさと・コミュニティ形成支援 

かけはしプラン B 

 

３.岡山市南区防災アドバイザー派遣事業 

 

４.本願寺旅費補助支援事業 

 

５.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 事業名 事業概要 区分 税法上

の取扱 

１．相談支援事業 

継
続 

相談業務 

来所・電話・メールでの相談窓口 

火・木・金・第２土／１０時～１６時 
相談員４名 他、司法書士、臨床心理

士 

拠点事業 収益 

継
続 

拠点設置 

（生活再建支援拠点） 

各種情報や福島県地方紙２紙の配架

等、いつでも立ち寄れる拠点・交流ス

ペースの設置 
拠点事業 収益 

継
続 

緊急時の情報収集 
災害時の安否確認。 

コロナ禍での安否確認等行った 
拠点事業 収益 

継
続 

個別訪問・同行支援 

個別支援。コロナ禍のため、オンライ

ンも活用。また行政等窓口等への同行

支援も実施。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

専門機関連携 

相談事業をすすめるにあたり、各種社

会資源に向けた啓発や、連携強化のた

めの研修及び専門機関連携の勉強会

を実施。行政等関係機関にも参加いた

だいた。 

・相談員研修（対人援助） 

・専門機関連携（地域支援）「災害ケ

ースマネージメントを学ぶ」 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 

 

２．交流支援事業 

継
続 

支援情報説明会・ 

交流会 

6/12 支援情報説明会・交流会をオン

ラインにて開催（岡山県危機管理課共

催） 
拠点事業 収益 

継
続 

ほっとめぐる交流会 
「ほっとめぐる交流会」を予定して

いたが、コロナ禍のため中止 
拠点事業 収益 



継
続 

くるくるお茶会 
毎月最終木曜日、ほっと岡山交流ス

ペースにて開催 
拠点事業 収益 

新
規 

レジリエンス支援 

「再会交流会」 

同じ避難元や繋がりのある他地域に

避難した方々と「よこのつながり」で

お互いを励まし合える交流会として

3/14 に開催。「かけはし C」へのご寄

付のお礼も兼ね、京都・西本願寺を訪

問した。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

コミュニティ強化事業

かけはしプラン A 

コロナ禍の中であったが、今年度も引

き続き取り組んだ。福島県内開催の

「ふるさと交流会」へ参加する機会

で、「人と人」とのコミュニティ再生

の第一歩と捉え、故郷との絆を再確認

する機会を提供。また帰還を検討して

いる方の下見や準備、就労先、住まい

の確保の機会や、帰還を検討するため

の情報提供の機会を提供することが

できた。 

ふるさと交流会にて、各地の避難者が

それぞれの避難先で相談できなかっ

たり相談先が不明等、困りごとにも出

会うことから、相談先を案内したり、

課題解決のサポートの機会にもなっ

たことがアンケートからも窺われた。 

・避難者支援に携わる広域避難者支

援団体７団体が、担当制で交流会を開

催、また運営補助でそれぞれの団体が

サポートしあった。 

・事後面談を取り入れたことにより、

相談することを躊躇している状態の

方等へもアウトリーチでき、安心した

相談業務への橋渡しと信頼関係の構

築、また課題解決のきっかけとなっ

た。 

福島市・いわき市・郡山市／全１４回

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 



  

 

開催（中止：19 回）／全参加者延人

数：２６５名 

継
続 

コミュニティ強化事業

かけはしプラン B 

福島県へ帰還した方を招き、現地の様

子などをお話いただく交流会。「福島

の子どもたち香川へおいでプロジェ

クト」と共催にて１回開催（ハイブリ

ッド）。１３名参加。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

３．情報収集及び情報提供事業 

新
規 

ほっとおたより News 

発行 

月刊でニューズレターを発行。岡山県

からの月一度のおたより便を活用。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

ホームページ、SNS, 

メーリングリスト等

情報発信 

ホームページ等情報更新、各支援団体

MLを活用した情報発信。Youtubeにて

「ほっと岡山チャンネル」スタート 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

福島県地方紙の配架 
「福島民報」「福島民友」の定期配架。

及び、紙面アーカイブ。 
その他 非収益 

継
続 

書籍の開架 
震災関連各種書籍、避難者の手記、 

調査研究等の閲覧 
拠点事業 収益 

４．情報発信、啓発活動及び広報事業 

継
続 

連続勉強会 

３１１スタディーズ 

今年で１３回めを数える連続勉強会

だが、コロナ禍のため今年度は１回の

みの開催。避難当事者、市民への啓発

を目的とする。テーマに「当事者・心

のケア」、蟻塚亮二氏を講師に「原発

事故雛者の PTSD」と題し、2/13ハイ

ブリッドにて開催した。 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 



 

 

 

継
続 

３１１フォーラム 

「東日本大震災１０年フォーラム 双

葉郡消防士たちの３.１１ 覚悟・苦悩

そして葛藤の中でー」と題し、ハイブ

リッドにて開催（会場は国際交流セン

ター）。来場者３１名、同時視聴者６

１名、3/30 時点 Youtube 再生回数６

５０回。講師は、『孤塁 双葉郡消防士

たちの 3.11』著者吉田千亜氏、他に

元双葉郡消防士の渡邉敏行氏、NPO法

人えひめ 3.11澤上幸子氏。 

  

継
続 

地域防災 

アドバイザー派遣 

岡山市南区主催の地域防災事業。 

コロナ禍のため中止。 

岡山市 

南区 
収益 

５．調査、研究及び政策提言事業 

継
続 

関西学院災害復興制

度研究所「避難疎開分

科会」参加 

避難者を対象としたアンケート調査

の実施協力 
自主 非収益 

継
続 

政策提言 
避難先・避難元自治体、国に向けて随

時、避難者支援の状況を届けた。 
自主 非収益 

６．政府、自治体、企業等の関係機関との協力及び連携事業 

継
続 

災害支援ネットワー

クおかやま参画 
定例会議等、世話人として参画。 自主 非収益 

継
続 

復興庁情報支援事業 
全国避難者支援関連の情報共有のプ

ラットフォームへの情報提供 

 

自主 

 

非収益 

７．避難者、移住者及び被災者の支援活動を行っている団体及び 



個人とのネットワーク構築及び連携事業 

継
続 

レジリエンス支援 

「みんなの部活」 

避難者自身の運営によるサークル活

動。手芸部では、オンラインにてダー

ニングで集まった。また、昨年度のお

料理部のレポートと、ニューズレター

より「わたしとソウルフード」をまと

めた冊子を制作した。 
RC サポートたんぽぽでは、昨年に引

き続き「遊歩さんを囲んで」を開催。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンス支援 

「ふくしま県人会」 

５年めの開催。定員を予定より大幅に

制限して実施。11/3 旭川河川敷にて

開催。こちらのレポートも「わたしと

ソウルフード」へ掲載し、連動して展

開した。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンス支援 

「語りつむぐ会」 

当初手記編纂を予定していたが、コロ

ナ禍のため、定期的な編纂作業が難し

いことから、インタビュー形式へ変更

した。避難者自らの言葉を言語化する

ことが将来を築く再建のために必要

であるとともに、経験を知見として社

会にも伝えることができるよう、冊子

として配布した。今後も継続予定。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンス支援 

「経験を伝える会」 

コロナ禍のため中止。３１１スタディ

ーズの際に、当初予定していた井上美

和子さん（浪江町出身、京都府へ避難）

の詩の朗読を実施することができた。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

新
規 

心のケア事業 

「こどもの居場所 

ひみつきち」 

毎週水曜日、ほっと岡山交流スペース

にて開催。避難世帯のお子さん対象と

した子どもの居場所、学習支援を提

供。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

新
規 

心のケア事業 

「ユースプロジェク

ト」 

３年めの開催。主に不登校・や母子避

難世帯の子どもを対象として、３日間

の合宿形式で開催。日常とは違う場、

サードプレイスとして提供。藍染めや

手仕事、自然の中でのアクティビティ

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 



 

 

を含めたプログラムを実施した。 

11/21-23 渋川青年の家 全 24名参
加。 

新
規 

心のケア事業 

「アートセラピー 

ねっこぼっこ」 

アートの制作を通して、安心感・自己

肯定感を高めることにつながる手仕

事の時間を、毎月実施。コロナ禍のた

め一部オンラインでの実施となった。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

継
続 

心のケア事業 

「アロマケア」 

避難者託児支援サポート。母親同士で

見守りができたため、実施せず 

ふるさと

ふくしま

事業 

非収益 

継
続 

レジリエンスのうな

がし・サポート支援 

「バイオグラフィー

ワーク」 

毎月最終木曜開催のくるくるお茶会

にて実施、全９回開催した。リラック

スできる時間を継続的に提供。リピー

ターが多くなった。 

ふるさと 

ふくしま 

事業 

非収益 

８．その他 

継
続 

本願寺旅費支援 

避難者帰省費用補助支援。「かけはし

プラン C」として、実施。福島県以外

からの避難者が対象。 

本願寺 

事業 
非収益 


















	2020(R2)_jigyourepo_ 001
	zaimushohyo_2020

